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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは
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宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

（旧 石福ジュエリーパーツ株式会社）
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ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム

・宝飾品パーツ

・地金各種

・材料 他

ハンドツール関係

充実しています

行
わ
れ
、
薮
下
理
事
長
か
ら
同
事
業
団
の
桑
原
有
樹

福
祉
助
成
部
長
へ
寄
託
金
10
万
円
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
桑
原
部
長
は
「
第
１
回
Ｗ
Ｏ
Ｆ
か

ら
毎
回
寄
託
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回
で
、
58

回
目
と
な
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
」
と
し
、
続
け
て
「
こ
の
事
業
団
は
、 

支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
人
や
施
設
を
助
け
、
だ
れ
も
が
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
に
し
て
い
く
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
国
内

活
性
化
委
員
会
で
は
２
０
２
５

年
度
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
人

材
採
用
の
実
情
を
知
る
た
め
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
関
係
の
専
門
学
校

３
校
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。

　「
最
近
の
若
者
は
、
そ
も
そ

も
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に
魅
力
を

感
じ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」
─
─
そ
ん
な
声
が
協
会
内

で
も
聞
か
れ
る
中
で
の
取
り
組

み
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
学
校
現
場
で
耳
に

し
た
話
は
、
想
像
と
は
少
し
違

っ
て
い
た
。

　
先
生
方
か
ら
共
通
し
て
聞
か

れ
た
の
は
、「
学
生
は
業
界
志

望
で
は
あ
る
」「
就
職
自
体
に

困
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
実
感
で
あ
る
。

　
あ
る
学
校
で
は
、「
学
生
は

ジ
ュ
エ
リ
ー
が
好
き
だ
し
、
つ

く
る
仕
事
に
誇
り
も
持
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
働
き
方
に
つ
い

て
は
と
て
も
シ
ビ
ア
に
見
て
い

る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。

　
給
与
の
多
寡
以
上
に
、休
日
、

生
活
リ
ズ
ム
、
そ
し
て
“
自
分

ら
し
さ
”
が
保
て
る
か
ど
う
か

が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　東京眼鏡卸協同組合（東京都台東区、
薮下和巳理事長）は、４月２１日、２２
日に東京都港区の東京都立産業貿易セン
ター・浜松町館３，４階に約８０社が出
展し「２０２６年ワールドオプチカルフ
ェア（ＷＯＦ）」を開催した。

　
会
場
に
は
、
連
日
大
勢
の
来

場
者
が
詰
め
か
け
、
久
々
に
開

か
れ
た
レ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

も
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
２
日
目
に
開
か
れ
た
合
同
記

者
会
見
に
は
、
薮
下
理
事
長
、

冨
田
洋
正
展
示
会
副
委
員
長
ら

が
出
席
し
、
最
初
に
藪
下
理
事

長
が
「
今
年
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

　
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｒ
　
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
な
ど
例
年
よ
り
も
新
し
い

仕
掛
け
が
多
く
例
年
以
上
の
活

気
が
あ
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　
続
い
て
冨
田
副
委
員
長
が

「
初
日
の
来
場
者
は
、
昨
年
比

１
２
０
％
で
２
日
目
の
午
後
２

月
20
日
、
21
日
に
開
催
す
る
」

と
し
た
。

　
な
お
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｅ
Ｙ

Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｒ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ

は
、
23
日
が
投
票
締
め
切
り
の

た
め
、
ま
と
ま
り
次
第
公
表
す

る
―
―
と
し
た
。

学
生
の
本
音

会
場
に
活
気
と
熱
視
線

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
へ

寄
託
金
10
万
円
を
贈
呈

最
近
の
若
者
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
に

魅
力
を
感
じ
て
な
い
の
で
は
な
い
か

ＪＪＡ ジュエリー専門学校の学生にヒアリング実施

「
ど
う
働
く
か
」「
ど
う
生
き
る
か
」

若
者
の
こ
の
感
覚
に
業
界
は
ど
う
応
え
る
の
か

多い「副業的に活動」望む声、就職先選び

基準の変化、ユニフォームへの不満etc

投票を知らせるポスター 景品交換所

時
時
点
で
も
昨
年
よ
り
も
増
加

し
て
い
る
。
昨
年
の
来
場
者
は

９
９
５
人
だ
っ
た
が
、
今
年
は

１
０
０
０
人
を
超
え
る
と
思
わ

れ
る
。
売
上
は
正
式
な
数
字
は

出
て
い
な
い
が
各
社
と
も
順
調

だ
と
聞
い
て
い
る
。
今
回
久
し

ぶ
り
に
行
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
も
好

評
だ
っ
た
」
と
し
「
来
年
は
４

ＷＯＦ大
盛
況

４月２１、２２日東京で開催

ＷＯＦＷＯＦ

来
場
者
数

昨
年
超
え

冨田副委員長 薮下理事長大勢の来場者でにぎわった会場

薮下理事長が寄託金贈呈

桑原部長

東京アイウェアアワードや
レンズセミナーも大好評！！
東京アイウェアアワードや
レンズセミナーも大好評！！

例年より新しい仕掛けが多く注目集める

　
２
日
目
の
22
日
午
後
３

時
か
ら
は
、
４
階
イ
ベ
ン

ト
ス
ぺ
ー
ス
で
社
会
福
祉

法
人
読
売
光
と
愛
の
事
業

団
へ
の
寄
託
金
贈
呈
式
が

　
パ
リ
発
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
『Géodésique 

（
ジ
ィ

オ
デ
シ
ッ
ク
）』
を
展
開
す
る
、

㈱
ジ
ィ
オ
デ
シ
ッ
ク
（
東
京
都

世
田
谷
区
、
古
澤
啓
太
代
表
取

締
役
）
は
、
関
東
一
都
三
県
に

住
む
20
代
～
50
代
の
未
婚
・
既

婚
女
性
１
０
０
０
人
を
対
象
に

「
結
婚
指
輪
に
関
す
る
価
値
観

調
査
」
を
実
施
し
た
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
る
中
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
、

キ
ャ
リ
ア
な
ど
、
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
指
輪
を

選
ぶ
人
が
増
え
る
こ
の
時
期
に

合
わ
せ
、
す
で
に
結
婚
し
て
い

る
女
性
た
ち
が
指
輪
に
ど
の
よ

う
に
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
関
東
一

都
三
県
在
住
の
20
代
〜
50
代
の

未
婚
・
既
婚
女
性
１
０
０
０
人

を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。

　
▼
調
査
の
背
景

　
春
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
シ
ー
ズ
ン

が
近
づ
く
中
、
結
婚
指
輪
を
選

ぶ
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
る
一
方

で
、
金
価
格
の
高
止
ま
り
や
多

様
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

背
景
に
、
結
婚
指
輪
へ
の
価
値

観
に
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
▼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

　
Ｑ
１
【
未
婚
女
性
】
結
婚
指

輪
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
未
婚
女
性
に
対
し
て
「
結
婚

指
輪
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

「
必
要
だ
と
思
う
（
25
・
４
％
）」

「
で
き
れ
ば
持
ち
た
い
（
31
・

６
％
）」
を
合
わ
せ
て
57
・
０

％
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
「
な

く
て
も
よ
い
と
思
う
（
32
・
２

％
）」
と
い
う
回
答
も
約
３
割

あ
り
、
価
値
観
の
多
様
化
も
見

ら
れ
る
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
結
婚
指
輪

へ
の
憧
れ
や
期
待
は
依
然
と
し

て
高
く
、
半
数
以
上
の
未
婚
女

節
目
を
実
感
す
る
た
め
の
ア
イ

テ
ム
」「
二
人
の
絆
を
可
視
化

す
る
も
の
」
と
し
て
、感
情
的
・

象
徴
的
な
価
値
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

　
Ｑ
３
【
既
婚
女
性
】
結
婚
指

輪
を
日
常
的
に
つ
け
て
い
ま
す

か
？

　
既
婚
女
性
に
対
し
て
、
結
婚

指
輪
を
日
常
的
に
つ
け
て
い
る

か
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
毎

日
つ
け
て
い
る
」（
43
・
２
％
）、

「
た
ま
に
つ
け
て
い
る
」（
11
・

６
％
）
で
合
計
54
・
０
％
が
着

用
し
て
い
る
一
方
、「
あ
ま
り

つ
け
て
い
な
い
」（
７
・
８
％
）、

「
全
く
つ
け
て
い
な
い
」（
37
・

４
％
）
を
合
わ
せ
て
45
・
２
％

が
日
常
的
に
つ
け
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
結
果
は
、
Ｑ
１
で
明
ら

か
に
な
っ
た
未
婚
女
性
の
結
婚

指
輪
へ
の
憧
れ
と
、
既
婚
女
性

の
現
実
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　
結
婚
前
は
「
絆
の
象
徴
」
と

し
て
期
待
さ
れ
た
指
輪
が
、
結

婚
後
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変

化
に
よ
っ
て
「
使
わ
れ
な
く
な

る
」。
こ
の
現
実
は
、
結
婚
指

輪
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　〈
次
号
に
続
く
〉

性
が
結
婚
指
輪
を
重
視

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
Ｑ
２
【
未
婚
女
性
】

　
Ｑ
１
で
「
必
要
だ
と

思
う
」「
で
き
れ
ば
持

ち
た
い
」
と
回
答
し
た

方
、
そ
の
理
由
は
何
で

す
か
？（
複
数
回
答
可
）

　
Ｑ
１
で
「
必
要
だ
と

思
う
」「
で
き
れ
ば
持

ち
た
い
」
と
回
答
し
た

方
に
理
由
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、「
結
婚
し
た
実

感
が
得
ら
れ
そ
う
だ
か

ら
」
が
約
６
割
で
最
多

と
な
り
っ
た
。

　
次
い
で
「
憧
れ
や
理

想
が
あ
る
か
ら
」、「
夫

婦
の
絆
を
形
と
し
て
残

し
た
い
か
ら
」
と
い
う

意
見
が
多
い
結
果
と
な

っ
た
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
未

婚
女
性
に
と
っ
て
結
婚

指
輪
は
単
な
る
装
飾
品

で
は
な
く
、「
人
生
の

ジ
ィ
オ
デ
シ
ッ
ク
が「
結
婚
指
輪
に
関
す
る
価
値
観
調
査
」

結
婚
指
輪

一方で未婚女性の約６割が「必要」と回答

理想と現実に大きなギャップ

約２人に一人が「日常つけてない」

　
ま
た
、
就
職
先
選
び
に
お
い

て
は
、
大
企
業
よ
り
も
小
規
模

な
工
房
や
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
選

ぶ
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
理

由
を
聞
く
と
、「
一
工
程
だ
け

を
延
々
と
担
当
す
る
よ
り
、
素

材
選
び
か
ら
仕
上
げ
ま
で
関
わ

れ
る
方
が
楽
し
い
」「
人
数
が

少
な
い
方
が
、
自
分
の
居
場
所

が
実
感
で
き
る
」
と
い
っ
た
、

実
に
率
直
な
声
が
返
っ
て
く
る

と
い
う
。

　
も
う
一
つ
、
象
徴
的
だ
っ
た

の
が
「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
の
話

で
あ
る
。

　
製
作
職
の
職
場
に
つ
い
て
、

「
制
服
が
い
か
に
も
工
員
ぽ
く

見
え
る
」「
工
場
と
い
う
言
葉

の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
て
し
ま

う
」
と
感
じ
る
学
生
が
一
定
数

い
る
、と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
仕
事
の
中
身
以
前
に
、
働
く

姿
が
自
分
の
将
来
像
と
し
て
想

像
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
無
意

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

最
近
の
学
生
像
で
あ
る
。

　
先
生
の
話
で
は
、
最
近
の
学

生
は
「
会
社
に
す
べ
て
を
預
け

る
」
と
い
う
感
覚
が
あ
ま
り
な

く
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ク
リ

ー
マ
な
ど
で
自
分
の
作
品
を
発

表
し
、
副
業
的
に
活
動
す
る
こ

と
を
自
然
な
自
己
表
現
と
捉
え

て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
た
め
、「
副
業
禁
止
」

と
い
う
言
葉
だ
け
で
、
企
業
を

選
択
肢
か
ら
外
し
て
し
ま
う
学

生
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。

識
の
う
ち
に
判
断
材
料
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
話
を
聞
く
と
、
若

者
が
業
界
か
ら
離
れ
て
い
る
と

い
う
よ
り
も
、
業
界
側
の
“
当

た
り
前
”
が
、
い
つ
の
間
に
か

伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
。

　
学
生
た
ち
は
、
決
し
て
わ
が

ま
ま
な
の
で
は
な
い
。
仕
事
に

真
剣
だ
か
ら
こ
そ
、「
ど
う
働

く
か
」「
ど
う
生
き
る
か
」
を

具
体
的
に
考
え
て
い
る
。
そ
の

感
覚
に
、
私
た
ち
が
ど
う
応
え

て
い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
人

材
受
け
入
れ
力
を
左
右
す
る
の

だ
ろ
う
。

　
協
会
と
し
て
、
ま
た
会
員
企

業
と
し
て
、
す
ぐ
に
答
え
が
出

る
話
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現

場
の
リ
ア
ル
な
声
に
耳
を
傾

け
、
小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
。
そ

れ
自
体
が
、
次
の
世
代
へ
の
大

切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。



第２５７１号 令和８年（２０２６年）５月５日 （２）（第三種郵便物認可）

　
☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会
（
西
京
邦

浩
委
員
長
）
２
０
２
６
年
第
３
回

　
①
合
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
英
語
表
記

に
つ
い
て
再
検
討
し
、
20
日
間
ル
ー
ル

適
用
後
、
理
事
会
承
認
案
件
と
す
る
。

　
②
カ
ラ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
選
別
す

る
際
の
透
明
度
（
無
色
、淡
色
～
濃
色
）

等
の
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
③
Ｊ
Ｊ
Ａ
／
Ａ
Ｇ
Ｌ
認
定
マ
ス
タ
ー

ス
ト
ー
ン
の
更
新
が
無
事
終
了
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
④
他

　
☆
色
石
委
員
会（
古
屋
正
貴
委
員
長
）

２
０
２
６
年
第
３
回

　
①
ジ
ェ
イ
ダ
イ
ト
（
ひ
す
い
）
の
処

理
区
分
の
表
記
及
び
コ
メ
ン
ト
を
理
事

会
承
認
案
件
と
す
る
。

　
②
コ
ラ
ン
ダ
ム
の
低
温
加
熱
の
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
、
再
度
20
日
間
ル
ー
ル

を
適
用
す
る
。

　
③
シ
ラ
ー
効
果
（
シ
ー
ン
）
を
示
す

長
石
（
フ
ェ
ル
ス
パ
ー
）
の
鑑
別
結
果

を
理
事
会
承
認
案
件
と
す
る
。

　
④
下
記
の
案
件
は
継
続
審
議
中
で
あ

る
。

　
・
ピ
ジ
ョ
ン
ブ
ラ
ッ
ド
、
ロ
イ
ヤ
ル

ブ
ル
ー
の
基
準
　
・
ト
レ
ー
ド
ネ
ー
ム

の
追
加

　
⑤
他

　
☆
真
珠
委
員
会（
渥
美
郁
男
委
員
長
）

２
０
２
６
年
第
３
回

　
①
無
核
海
水
産
養
殖
真
珠
の
ケ
シ
呼

称
（
ア
コ
ヤ
養
殖
ケ
シ
真
珠
・
シ
ロ
チ

ョ
ウ
養
殖
ケ
シ
真
珠
・
ク
ロ
チ
ョ
ウ
養

殖
）
を
追
加
す
る
こ
と
を
理
事
会
承
認

案
件
と
す
る
。

　
②
無
調
色
の
色
調
は
ホ
ワ
イ
ト
系
の

み
と
し
て
い
た
が
、
グ
レ
ー
系
（
ブ
ル

ー
系
）
と
イ
エ
ロ
ー
系
の
追
加
を
検
討

す
る
。

　
③
極
小
サ
イ
ズ
の
海
水
産
無
核
養
殖

真
珠
の
連
材
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

等
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
継
続
審
議
中
。

　
④
他

　
☆
総
務
委
員
会（
吉
澤
博
幸
委
員
長
）

２
０
２
６
年
第
３
回

　
①
宝
石
鑑
別
書
に
付
記
す
る
「
宝
石

の
説
明
書
」
と
分
析
レ
ポ
ー
ト
の
ル
ー

ル
化
に
つ
い
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
技
術
委
員
会
に
開
示
し
審
議
を
依

頼
し
た
。
返
答
を
考
慮
の
う
え
、
下
記

の
結
論
に
至
る
。

　
・
宝
石
の
説
明
書
は
鑑
別
書
と
別
紙

で
対
応
す
る
。

　
・
分
析
レ
ポ
ー
ト
は
バ
ッ
ク
デ
ー
タ

を
保
存
し
、
会
員
各
社
の
責
任
に
お
い

て
発
行
す
る
。

　
②
今
年
の
定
時
総
会
は
、
５
月
30
日

11
時
よ
り
上
野
区
民
館
１
０
１
集
会
室

で
行
う
。

　
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
た
。

　
③
Ａ
Ｇ
Ｌ
内
の
資
格
検
定
を
検
討
す

る
。

　
④
他

Ａ
Ｇ
Ｌ
３
月
の
活
動
報
告

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か
ち
ま

ち（
山
本
孝
広
会
長
、Ｊ
Ｔ
Ｏ
）は
、

６
月
18
日
（
木
）
午
前
11
時
～
午

後
５
時
ま
で
、
東
京
都
台
東
区
台

東
４
‐
18
‐
12
の
カ
フ
ェCRE

ATEA

（
シ
ー
フ
ォ
ー
ス
ビ
ル
５

Ｆ
・
６
Ｆ
）
で
８
社
が
出
展
し
て

第
１
２
４
回
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
エ
ア
を
開

催
す
る
。

　
今
回
は
初
参
加
店
舗
が
２
社
あ

り
、
輸
入
・
製
造
・
卸
の
新
商
品

の
ほ
か
逸
品
や
銘
品
を
取
り
揃
え

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｔ
Ｏ
フ
エ
ア
賞

（
現
金
）
も
大
幅
に
増
や
し
、
特

賞
は
10
万
円
に
上
げ
、
合
計
１
９

９
本
用
意
し
て
い
る
。抽
選
券
は
、

３
万
円
お
買
い
上
げ
ご
と
に
１
枚

進
呈
。（
抽
選
１
回
可
）、
同
補
助

券
は
、
１
万
円
お
買
い
上
げ
ご
と

に
１
枚
進
呈
（
３
枚
で
１
回
抽
選

可
）。

　
出
展
社
（
ブ
ー
ス
番
号
順
）

　
①
き
し
の
宝
飾
（
㈲
き
し
の
）

②
㈱KISEKI ANTIQUE

③

㈱
エ
ス
テ
ー
ト
④
㈱
日
向
宝
飾
⑤

R.P.JEW
EL'S

㈲
⑥
㈱Flawl

ess

⑦
㈱SAN

③
㈱
三
和
真
珠

　【
抽
選
景
品
】

▽
特
賞
＝
10
万
円
、
１
本

▽
１
等
＝
５
万
円
、
３
本

▽
２
等
＝
１
万
円
、
15
本

▽
３
等
＝
５
０
０
０
円
、
30
本

▽
４
等
＝
２
０
０
０
円
、
１
５
０

本
の
合
計
１
９
９
本
。

　【Daytim
e Cafe Style

】

　
休
日
の
お
昼
、
カ
フ
ェ
巡
り

や
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間

に
寄
り
添
う
ス
タ
イ
ル
。
ア
イ

ボ
リ
ー
の
艶
や
か
な
サ
テ
ン
シ

ャ
ツ
に
、
や
わ
ら
か
な
光
を
受

け
て
輝
く
イ
ヤ
ー
フ
ッ
ク
ピ
ア

ス
を
合
わ
せ
、
顔
ま
わ
り
に
自

然
な
華
や
か
さ
を
プ
ラ
ス
。
マ

グ
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
何
気
な

い
仕
草
の
中
で
も
、
繊
細
な
リ

ン
グ
モ
チ
ー
フ
が
上
品
な
存
在

感
を
演
出
し
、
肩
の
力
を
抜
い

た
装
い
に
さ
り
げ
な
い
き
ら
め

き
を
添
え
た
、
洗
練
さ
れ
た
デ

イ
タ
イ
ム
ス
タ
イ
ル
に
。

　【Evening Bar Style

】

少
し
特
別
な
夜
、
お
し
ゃ
れ
な

バ
ー
へ
。

　
大
胆
な
ス
リ
ッ
ト
が
入
っ
た

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
デ
コ
ル
テ
ラ
イ

ン
が
覗
く
ト
ッ
プ
ス
に
、
揺
れ

る
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
イ
ヤ
ー
フ
ッ

ク
ピ
ア
ス
の
輝
き
が
印
象
的
に

映
え
る
ス
タ
イ
ル
。

　
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
デ
に

バ
ケ
ッ
ト
カ
ッ
ト
の
シ
ャ
ー
プ

な
輝
き
を
重
ね
る
こ
と
で
、
洗

練
さ
れ
た
都
会
的
な
雰
囲
気
を

演
出
す
る
。

　
イ
ヤ
ー
フ
ッ
ク
と
リ
ン
グ
の

統
一
感
が
、
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ

イ
リ
ン
グ
に
奥
行
き
を
も
た
ら

し
、
洗
練
さ
れ
た
夜
の
ム
ー
ド

を
引
き
立
て
る
。

　【M
odern Dinner Style

】

　
黒
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
映
え

る
、
モ
ー
ド
な
デ
ィ
ナ
ー
ス
タ

イ
ル
。

　
サ
ー
ク
ル
ラ
イ
ン
の
イ
ヤ
ー

フ
ッ
ク
ピ
ア
ス
が
横
顔
に
印
象

的
な
ラ
イ
ン
を
描
き
、
ス
タ
イ

リ
ン
グ
の
主
役
に
。

　
大
ぶ
り
の
エ
メ
ラ
ル
ド
カ
ッ

ト
リ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
意
志
の
あ
る
凛
と
し
た
女

性
像
を
演
出
し
、
シ
ン
プ
ル
な

ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
に
、
芯
の

あ
る
美
し
さ
と
自
信
を
宿
す
。

　【Occasion Dress Sty
le

】

　
結
婚
式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ー

ン
に
寄
り
添
う
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン

な
オ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
。

マ
ー
メ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ブ
ラ
ッ

ク
ド
レ
ス
に
、
柔
ら
か
な
ベ
ー

ジ
ュ
の
チ
ュ
ー
ル
を
重
ね
、
軽

や
か
さ
と
女
性
ら
し
さ
を
プ
ラ

ス
。

　
イ
ヤ
ー
フ
ッ
ク
ピ
ア
ス
が
動

き
に
合
わ
せ
て
繊
細
に
き
ら
め

き
、
優
雅
な
印
象
を
引
き
立
て

る
。

　
華
や
か
さ
の
中
に
柔
ら
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
、
上
品
な
ス
タ

イ
リ
ン
グ
に
。

　【M
ode Occasion Sty

le

】
　
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
の
中
に
モ
ー

ド
な
エ
ッ
セ
ン
ス
を
効
か
せ
た

オ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
。

　
洗
練
さ
れ
た
シ
ル
エ
ッ
ト

に
、
チ
ェ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
の
イ

ヤ
ー
フ
ッ
ク
ピ
ア
ス
が
シ
ャ
ー

プ
な
輝
き
を
添
え
、
横
顔
に
印

象
的
な
ラ
イ
ン
を
生
み
出
す
。

　
光
を
受
け
て
揺
れ
る
チ
ェ
ー

　
Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
合
同
会

社
（
東
京
都
中
央
区
、
田
中
岳

志
代
表
執
行
役
員
社
長
）
は
、

５
月
14
日
（
木
）
～
16
日
（
土
）

の
３
日
間
、
神
戸
国
際
展
示
場

で
、
西
日
本
最
大
級
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
展
で
あ
る 

『
第
30
回
神
戸

国
際
宝
飾
展
』 

を
開
催
す
る
。

そ
し
て
、“
真
珠
の
街
・
神
戸
”

を
象
徴
す
る
「
パ
ー
ル
館
」
に

は
、
パ
ー
ル
企
業
１
０
０
社
が

出
展
す
る
。

　
世
界
で
流
通
す
る
真
珠
の
多

く
は
日
本
に
集
約
さ
れ
、
神
戸

は
そ
の
多
く
の
選
別
加
工
が
行

わ
れ
て
い
る
世
界
有
数
の
真
珠

の
加
工
・
集
積
地
で
、
神
戸
市

内
に
は
数
多
く
の
真
珠
加
工
事

業
者
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　
真
珠
の
輸
出
は
２
０
１
９
年

以
降
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
大
量
へ

い
死
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
輸
出

量
が
76
億
円
ま
で
激
減
し
て
い

た
が
、
中
国
市
場
を
中
心
と
し

た
需
要
の
急
騰
に
よ
り
、
需
要

増
加
・
供
給
不
足
の
傾
向
が
強

ま
り
、
２
０
２
５
年
に
は
４
１

１
億
円
ま
で
輸
出
が
増
加
。
現

在
は
、
２
０
３
０
年
の
輸
出
額

目
標
４
７
２
億
円
に
向
け
て
、

市
場
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
同
展
「
パ
ー
ル
館
」
で
は
、

熟
練
の
職
人
が
選
別
し
た
最
高

峰
の
「
神
戸
パ
ー
ル
」
か
ら
、

普
段
市
場
に
出
回
る
こ
と
の
な

い
希
少
な
一
点
物
ま
で
、
真
珠

の
街
な
ら
で
は
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
実
現
。
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
る
最
新
の
パ
ー
ル
ジ
ュ

エ
リ
ー
が
一
堂
に
会
す
。

　
①
日
本
の
誇
り
「
あ
こ
や
真

珠
」
の
最
高
峰

　「
テ
リ
」
が
最
も
美
し
い
と

さ
れ
る
日
本
産
あ
こ
や
真
珠
。

高
騰
が
続
く
大
珠（
８
㎜
以
上
）

や
、
加
工
を
施
さ
な
い
「
無
調

色
」
な
ど
、
神
戸
の
職
人
の
目

が
選
ん
だ
逸
品
が
並
部
。

　
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ハ
ン
㈱
＝

Akayo

ネ
ッ
ク
レ
ス
天
女

　
あ
こ
や
真
珠
の
中
で
も
、
真

珠
科
学
研
究
所
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の

極
め
て
厳
し
い
審
査
を
ク
リ
ア

し
、最
高
級
の
「
テ
リ
（
光
沢
）」

を
認
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
に
与

え
ら
れ
る
称
号
、「
天
女
」。
現

在
供
給
が
困
難
と
な
っ
て
い
る

ア
コ
ヤ
真
珠
だ
が
、
な
か
で
も

「
天
女
」
は
、
数
万
粒
か
ら
選

り
す
ぐ
ら
れ
た
、
鏡
面
の
よ
う

に
景
色
を
映
し
出
す
強
い
光
沢

と
、
ほ
ん
の
り
桜
色
を
帯
び
た

「
干
渉
色
」
が
完
璧
に
調
和
し

た
パ
ー
ル
で
す
。
Ｐ
Ｓ
Ｌ
鑑
定

書
付
き
。

　
セ
ン
ト
・
ピ
ュ
ー
ル
㈱
＝
長

崎
県
壱
岐
産
無
調
色
ア
コ
ヤ
パ

ー
ル

　
セ
ン
ト
・
ピ
ュ
ー
ル
は 

長

崎
県
・
壱
岐
市
の
〈
上
村
真
珠

養
殖
場
〉
と
直
接
提
携
し
、 

無

調
色
” “
越
も
の
”
と
い
う
希

少
価
値
の
高
い
条
件
を
満
た
し

た
あ
こ
や
真
珠
の
み
を
取
り
扱

っ
て
い
る
。
毎
年
安
定
し
て
高

品
質
な
真
珠
を
直
接
仕
入
れ
て

お
り
、 

加
工
か
ら
一
貫
し
た
管

理
体
制
を
整
え
て
い
る
。 

全

て
の
商
品
に
は
「
原
産
地
証
明

書
」
を
発
行
で
き
、 

確
か
な
品

質
と
高
い
透
明
性
を
備
え
た
あ

こ
や
真
珠
を
提
供
。

　
②
圧
倒
的
な
存
在
感
「
南
洋

真
珠
（
白
蝶
・
黒
蝶
）」

　
華
や
か
な
ゴ
ー
ル
ド
や
シ
ル

バ
ー
の
輝
き
を
放
つ
白
蝶
真

珠
、
神
秘
的
な
ピ
ー
コ
ッ
ク
カ

ラ
ー
が
魅
力
の
黒
蝶
真
珠
。
投

資
価
値
も
高
い
大
粒
の
ル
ー
ス

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
度
の
高
い

層
や
、
Ｚ
世
代
に
向
け
た
最
新

デ
ザ
イ
ン
が
登
場
す
る

　
エ
ク
セ
レ
ン
ト
国
際
㈱
＝

【TASAKI

】
パ
ー
ル 

ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド 

ブ
ロ
ー
チ

　
日
本
を
代
表
す
る
ハ
イ
ジ
ュ

エ
ラ
ーTASAKI

に
よ
る
、

遊
び
心
あ
ふ
れ
る
モ
ン
キ
ー
モ

チ
ー
フ
の
ブ
ロ
ー
チ
。
繊
細
な

毛
並
み
ま
で
表
現
さ
れ
た
Ｋ
18

イ
エ
ロ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
猿
が
、

８
・
５
㎜
も
の
テ
リ
を
放
つ
上

質
な
パ
ー
ル
を
大
切
に
抱
え
る

姿
は
、
ま
さ
に
知
的
な
華
や
ぎ

と
気
品
を
兼
ね
備
え
た
造
形
美

を
放
つ
。
タ
サ
キ
な
ら
で
は
の

厳
選
さ
れ
た
素
材
と
、
職
人
技

に
よ
る
精
緻
な
仕
上
が
り
は
、

　
㈱
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
（
山
梨
県

甲
府
市
、
内
藤
彰
彦
社
長
）
が

展
開
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
「VARIELLE

（
ヴ
ァ
リ

エ
ル
）」
は
、
新
作
イ
ヤ
ー
フ

ッ
ク
ピ
ア
ス
全
５
種
の
発
売
に

合
わ
せ
、
ス
タ
イ
リ
ン
グ
提
案

「Ear Hook Styling

」
を
初

公
開
し
た
。

　
同
提
案
で
は
、
日
常
か
ら
オ

ケ
ー
ジ
ョ
ン
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
に
寄
り
添
う
イ
ヤ
ー

フ
ッ
ク
ピ
ア
ス
の
ス
タ
イ
リ
ン

グ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
■
ス
タ
イ
リ
ン
グ
提
案

ン
が
ス
タ
イ
リ
ン
グ
全
体
を
引

き
締
め
、
静
か
な
存
在
感
を
演

出
。
一
点
で
視
線
を
惹
き
つ
け

る
デ
ザ
イ
ン
が
、
強
さ
と
気
品

を
兼
ね
備
え
た
装
い
を
完
成
さ

せ
る
。

　
■
ま
と
め

　VARIELLE

の
イ
ヤ
ー
フ

ッ
ク
ピ
ア
ス
は
、
日
常
の
ス
タ

イ
ル
か
ら
特
別
な
日
の
装
い
ま

で
、
幅
広
い
シ
ー
ン
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
耳
元
に
新
た
な
表

情
を
も
た
ら
す
。

・カーブライン ドレープ イヤーフックピアス SV　￥38,500（税込）
・マーキスカット ホールド ネックレス SV　￥19,800（税込）
・ラウンドカット クロス リング SV　￥16,500（税込）
・バゲットカット ホールド リング SV　￥12,100（税込）

〈Daytime Cafe Style 着用アイテム〉

・バケットプリンセスカット ダブルバー イヤーフックピアス SV　￥38,500
（税込）
・バケットプリンセスカット バックライン ネックレス SV　￥29,700（税込）
・[Silk chain] バゲットプリンセスカット ドレープ ダブルフィンガーリング
SV　￥26,400（税込）
・バゲットカット センターグロウ リング SV　￥17,600（税込）
・[Silk chain] フルオルタネイトバー ブレスレット SV　￥29,700（税込）

〈Evening Bar Style 着用アイテム〉

・バケットプリンセスカット ラウンドバー イヤーフックピアス YG　￥
39,600（税込）
・エメラルドカット ホールド リング YG　￥24,200（税込）
・プリンセスカット フォークリング YG　￥15,400（税込）

〈Modern Dinner Style 着用アイテム〉

・ジオメトリック イヤーフックピアス YG　￥38,500（税込）
・パヴェ ホースシュー ネックレス YG　￥19,800（税込）
・トリプルパヴェ リング YG　￥29,700（税込）
・ラウンドカット クロス リング YG　￥16,500（税込）
・[Silk chain] ライン ブレスレット CZ1.5mmYG　￥18,700（税込）

〈Occasion Dress Style 着用アイテム〉

・[Silk chain] ドレープチェーン イヤーフックピアスYG　 ￥34,100（税込）
・[Silk chain] バゲットプリンセスカット ドレープ ダブルフィンガーリン
グ YG　￥26,400（税込）
・トリプルパヴェ リング YG　￥29,700（税込）
・[Silk chain] ライン ブレスレット CZ1.5mmYG　￥18,700（税込）

〈Mode Occasion Style 着用アイテム〉 　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
東

京
都
台
東
区
、長
堀
慶
太
会
長
）

は
、３
月
４
日
（
水
）
に
札
幌
、

仙
台
、
東
京
、
甲
府
、
名
古
屋
、

大
阪
、
広
島
、
福
岡
で
ジ
ュ
エ

リ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

第
51
回
３
級
試
験
を
実
施
致
し

た
。
受
検
者
数
は
、
６
５
６
人

で
合
格
者
は
、
５
７
０
人
と
な

手
に
取
っ
た
瞬
間
に
伝
わ
る
本

物
の
質
感
が
あ
り
、
一
生
も
の

の
宝
物
に
ふ
さ
わ
し
い
逸
品
。

　
㈲
エ
メ
リ
ア
貿
易
＝
ホ
ー
ス

コ
ン
ク

　
超
稀
少
で
最
大
級
且
つ
美
し

い
形
の
ホ
ー
ス
コ
ン
ク
パ
ー
ル

72
・
06 

ct
世
界
最
大
級
で
高
品

質
且
つ
美
し
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
を
兼
ね
備
え
た
逸
品
！ 

っ
た
。

　
次
回
の
試
験
は
下
記
の
通

り
。

　
実
施
日
：
８
月
５
日
（
水
）

第
52
回
３
級
、
第
28
回
２
級
、

第
21
回
１
級
１
次

　
試
験
会
場
：
東
京
・
大
阪（
３
・

２
・
１
級
１
次
）、
名
古
屋
・
福

岡
（
３
・
２
級
）、仙
台
（
３
級
）。

パ
ー
ル
館
の
見
ど
こ
ろ
と
注
目
商
品（
一
部
）

（
裸
石
）
か
ら
、
独
創
的
な
ジ

ュ
エ
リ
ー
ま
で
一
堂
に
会
す
。

　
㈱ 

Ｊ
＆
Ｃ
＝
白
蝶
真
珠「
オ

ー
ロ
ラ 

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
15
・

２
㎜
リ
ン
グ

　
大
き
な
母
貝
か
ら
育
つ
白
蝶

真
珠
は
、
10
㎜
を
超
え
る
大
粒

さ
と
、
厚
い
真
珠
層
に
よ
る
重

厚
な
光
沢
が
特
徴
。
本
品
は

15
・
２
㎜
と
い
う
稀
少
な
大
珠

を
用
い
、
最
高
品
質
の
証
「
オ

ー
ロ
ラ 

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
の
評

価
を
得
た
逸
品
。
２
・
39 

ct
の

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
、
白
蝶
真
珠

特
有
の
奥
深
い
輝
き
を
静
か
に

引
き
立
て
る
。

　
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ハ
ン
㈱
＝
南
洋

ゴ
ル
ー
ド

　「
南
洋
真
珠
」
の
中
で
も
、

白
蝶
貝
の
ゴ
ー
ル
ド
リ
ッ
プ
か

ら
稀
に
生
ま
れ
る
「
南
洋
ゴ
ー

ル
ド
」
は
、
染
色
で
は
な
い
天

然
の
黄
金
色
で
、
華
や
か
さ
と

高
い
資
産
価
値
を
兼
ね
備
え
て

い
る
。
同
製
品
は
、
濃
厚
で
温

か
み
の
あ
る
シ
ャ
ン
パ
ン
ゴ
ー

ル
ド
の
色
味
と
、
ベ
ル
ベ
ッ
ト

の
よ
う
な
上
品
な
質
感
が
特

徴
。
耳
元
で
存
在
感
を
放
つ
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
装
い
を
一
層
華
や
か
に
引

き
立
て
る
大
人
の
逸
品
。

　
③
個
性
が
光
る「
マ
ベ
真
珠
・

ケ
シ
真
珠
」

　
唯
一
無
二
の
フ
ォ
ル
ム
を
持

つ
ケ
シ
真
珠
や
、
独
特
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
感
が
魅
力
の
マ
ベ
真

珠
。
自
分
ら
し
さ
を
表
現
し
た

真
珠
の
街
・
神
戸
に
最
新
パ
ー
ル
が
一
堂
に
集
結

高
騰
続
く
ア
コ
ヤ
か
ら
希
少
な
天
然
真
珠
ま
で
公
開

パール館にパール企業１００社出展

第
30
回神戸国際宝飾展
第
30
回
神戸国際宝飾展神戸国際宝飾展ヴ

ァ
リ
エ
ル 

新
発
売
の
全
５
種
を
紹
介

新
作
イ
ヤ
ー
フ
ッ
ク
ピ
ア
ス
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
提
案

Ｅ
ａ
ｒ  

Ｈ
о
о
ｋ  

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ

出展８社が取り揃えた逸品

特賞１０万円含め１９９本当たる抽選会

６
月
18
日
開
催

第
124
回ＪＴＯフェア

南洋ゴルード Akayo ネックレス天女

長崎県壱岐産無調色アコヤパール

ホースコンク

パール ダイヤモンド 
ブローチ

白
蝶
真
珠
「
オ
ー
ロ
ラ 

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」

〈
５
月
14
日
～
16
日
〉

Ｊ
Ｃ
検
定
３
級
試
験
を
実
施

受
検
者
６
５
６
人 

合
格
者
５
７
０
人

クロスフォー



第２５７１号令和８年（２０２６年）５月５日（３） （第三種郵便物認可）

　

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
中
継
で
プ
ロ

が
グ
リ
ー
ン
上
に
し
ゃ
が
み
、

キ
ャ
ッ
プ
の
両
サ
イ
ド
に
手
を

か
ざ
し
て
左
右
の
視
界
を
遮
っ

て
い
る
シ
ー
ン
を
見
た
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
ア
マ
チ
ュ
ア
も
大
い

に
参
考
に
し
た
方
が
い
い
ル
ー

テ
ィ
ン
で
す
。

　
グ
リ
ー
ン
に
は
い
く
つ
か
の

マ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
ラ
イ
ン
読

み
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
必
ず
大
き
な

傾
斜
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
細
か

く
上
り
、
下
り
、
フ
ッ
ク
、
ス

ラ
イ
ス
と
ラ
イ
ン
が
分
か
れ
て

い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
全
体
の
傾
斜
と
逆
の

ラ
イ
ン
に
残
っ
て
い
た
り
す
る

と
厄
介
で
す
。

　
グ
リ
ー
ン
全
体
は
フ
ッ
ク
傾

斜
な
の
に
、
ボ
ー
ル
が
乗
っ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
カ
ッ
プ
ま
で

に
マ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
ス
ラ
イ

ス
傾
斜
だ
と
、
目
の
錯
覚
か
ら

ラ
イ
ン
読
み
が
浅
く
な
る
か
ら

で
す
。

　
フ
ッ
ク
と
ス
ラ
イ
ス
が
相
殺

さ
れ
て
、
曲
が
り
幅
を
少
な
く

見
て
し
ま
う
の
で
す
。

ラ
イ
ン
読
み
で
傾
斜
を

知
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　
つ
ま
り
グ
リ
ー
ン
全
体
を
見

渡
す
と
、
フ
ッ
ク
ラ
イ
ン
な
の

か
、ス
ラ
イ
ス
ラ
イ
ン
な
の
か
、

プ
ロ
で
も
惑
わ
さ
れ
や
す
く
な

る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
人
間
の
足
裏
セ
ン

サ
ー
は
敏
感
で
１
％
の
傾
斜
を

感
じ
と
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
先
の
ほ
う
が

上
が
っ
て
か
か
と
に
体

重
を
感
じ
る
フ
ッ
ク
ラ

イ
ン
な
ら
押
し
出
し
て

し
ま
う
。
ま
た
足
裏
が

ス
ラ
イ
ス
ラ
イ
ン
と
感

じ
と
れ
ば
引
っ
掛
け
、

上
り
の
ラ
イ
ン
な
ら
イ

ン
パ
ク
ト
が
強
く
な

り
、
下
り
な
ら
イ
ン
パ

ク
ト
が
緩
む
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
す
べ
て
パ

ッ
ト
前
に
ラ
イ
ン
読
み

の
「
腹
」
が
決
ま
っ
て

い
な
い
か
ら
起
き
る
ミ

ス
で
す
。

　
ラ
イ
ン
読
み
は
、
当
然
の
こ

と
で
す
が
カ
ッ
プ
に
入
れ
る
た

め
に
行
う
作
業
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
ア
マ
チ
ュ
ア
の
皆

さ
ん
は
プ
ロ
の
よ
う
に
、
グ
リ

ー
ン
上
に
し
ゃ
が
み
、
目
線
を

低
く
し
て
、
ボ
ー
ル
と
カ
ッ
プ

だ
け
を
結
ん
だ
ラ
イ
ン
に
集
中

し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
。

　
プ
ロ
に
言
わ
せ
る
と
、
ア
マ

チ
ュ
ア
は
ラ
イ
ン
読
み
が
雑
で

あ
り
、
カ
ッ
プ
に
入
れ
る
と
い

う
気
持
ち
が
希
薄
で
す
。
カ
ッ

プ
に
絶
対
に
沈
め
た
い
と
い
う

の
な
ら
、
プ
ロ
の
ラ
イ
ン
読
み

を
真
似
す
る
だ
け
で
、
カ
ッ
プ

イ
ン
の
確
率
は
高
ま
る
は
ず
で

す
。

　
ラ
イ
ン
読
み
で
傾
斜
を
知
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
に
は
色
味
が
あ
っ

て
、白
っ
ぽ
く
見
え
る
（
下
り
）

場
合
は
ボ
ー
ル
の
転
が
り
が
速

く
、
黒
っ
ぽ
く
見
え
る
（
上

り
）
場
合
は
ボ
ー
ル
の
転
が
り

が
遅
い
。
両
手
で
グ
リ
ー
ン
全

体
の
視
界
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

し
て
、
カ
ッ
プ
ま
で
の
ラ
イ
ン

読
み
に
集
中
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
　
必
ず
パ
ッ
ト
数
が
激
減

す
る
で
し
ょ
う
。

グリーンに「黒」と「白」の〝色味〟　
プ
ロ
が
グ
リ
ー
ン
上
に
し
ゃ

が
ん
で
キ
ャ
ッ
プ
つ
ば
の
横
に

手
を
当
て
て
い
る
の
は
、
グ
リ

ー
ン
全
体
の
傾
斜
を
視
界
に
入

れ
ず
、
ボ
ー
ル
と
カ
ッ
プ
を
結

ん
だ
直
線
に
集
中
し
て
い
る
か

ら
で
す
。

昨年１０月のブラジル戦
から負けなしの５連勝中

　
５
月
15
日
が
近
づ
い
て
き

た
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に
と

っ
て
33
年
前
に
Ｊ
リ
ー
グ
が

ス
タ
ー
ト
し
た
記
念
日
だ

が
、
今
年
は
特
別
な
日
と
な

る
。

　
２
０
２
６
年
Ｗ
杯
北
中
米

大
会
（
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
、
メ
キ
シ
コ
に
よ
る
初
の

３
カ
国
共
同
開
催
）
の
代
表

メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
る
か

ら
だ
。

　
今
大
会
は
出
場
国
が
16
増

の
48
カ
国
と
な
り
「
４
チ
ー

ム
・
12
組
」
に
分
け
て
１
次

リ
ー
グ
が
行
わ
れ
る
。

　
試
合
数
も
64
か
ら
１
０
４

に
大
幅
ア
ッ
プ
。
各
組
１
、

２
位
チ
ー
ム
に
各
組
３
位
か

ら
成
績
上
位
８
チ
ー
ム
を
加

え
た
計
32
カ
国
が
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
（
ベ
ス
ト
32
）

に
進
出
す
る
。

　
Ｆ
組
に
入
っ
た
日
本
（
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
世
界
ラ
ン
ク
18
位
）

は
６
月
15
日
の
初
戦
で
格
上

オ
ラ
ン
ダ
（
７
位
・
米
国
ダ

ラ
ス
）
と
対
戦
す
る
。

　
２
戦
目
は
メ
キ
シ
コ
に
移

動
し
て
21
日
の
相
手
は
チ
ュ

ニ
ジ
ア
（
44
位
・
メ
キ
シ
コ

モ
ン
テ
レ
イ
）。
そ
し
て
米

国
ダ
ラ
ス
に
戻
り
26
日
に
欧

州
プ
レ
ー
オ
フ
を
勝
ち
抜
い

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
38
位
）

と
戦
う
日
程
だ
。

　
日
本
代
表
の
Ｗ
杯
最
高
成

績
は
、
過
去
４
度
の
ベ
ス
ト

16（
２
０
０
２
年
日
韓
共
催
、

10
年
南
ア
、
18
年
ロ
シ
ア
、

22
年
カ
タ
ー
ル
）。
日
本
初

の
ベ
ス
ト
８
入
り
に
は
、
こ

れ
ま
で
と
違
い
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
２
回
戦
を
勝
利
し
な

い
と
達
成
で
き
な
く
な
っ

た
。

　
し
か
し
今
の
日
本
代
表
に

は
勢
い
が
あ
る
。

　
昨
年
10
月
の
ブ
ラ
ジ
ル
戦

か
ら
負
け
な
し
の
５
連
勝

中
。
強
豪
相
手
に
前
半
に
２

点
リ
ー
ド
を
許
す
苦
し
い
展

開
だ
っ
た
が
、
後
半
に
３
ゴ

ー
ル
を
決
め
て
試
合
を
ひ
っ

く
り
返
し
、
過
去
２
分
け
11

敗
の
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
歴
史
的

な
初
勝
利
を
挙
げ
て
波
に
乗

っ
た
。

　
今
年
の
英
国
遠
征
で
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
１
―
０
＝

３
月
29
日
）
に
続
き
、
強
国

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
ラ
ン
ク
４

位
）
を
相
手
に
１
―
０
の
勝

利
を
も
ぎ
取
っ
た
（
４
月
１

日
）。
Ｗ
杯
直
前
の
最
終
テ

ス
ト
マ
ッ
チ
は
５
月
31
日
の

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
戦
（
国
立
）

を
残
す
の
み
。
こ
こ
で
代
表

メ
ン
バ
ー
が
本
大
会
に
向
け

て
ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
期
待
も
膨
ら

む
。

　
メ
ン
バ
ー
入
り
が
予
想
さ

れ
る
顔
ぶ
れ
も
頼
も
し
い
。

　
ゴ
ー
ル
を
死
守
す
る
イ
タ

リ
ア
・
セ
リ
エ
Ａ
パ
ル
マ
に

所
属
す
る
第
１
Ｇ
Ｋ
鈴
木
彩

艶
が
好
調
だ
。

　
昨
年
11
月
に
左
手
を
骨
折

し
て
長
期
間
の
リ
ハ
ビ
リ

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

が
、
す
で
に
完
全
復
調
。
身

長
１
９
０
セ
ン
チ
、
体
重

１
０
０
キ
ロ
の
偉
丈
夫
は

「
鉄
壁
の
守
備
の
国
イ
タ
リ

ア
」
で
も
ま
れ
て
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
。

　
ス
ピ
ー
ド
と
華
麗
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
兼
ね
備
え
た
ベ
ル

ギ
ー
の
伊
東
純
也
、
英
プ
レ

ミ
ア
の
三
笘
薫
の
２
人
が
両

翼
を
担
い
、
フ
ラ
ン
ス
の
中

村
敬
斗
、ド
イ
ツ
の
堂
安
律
、

英
プ
レ
ミ
ア
の
鎌
田
大
地
と

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
招
集

が
予
想
さ
れ
攻
撃
力
が
ア
ッ

プ
す
る
。

　
そ
こ
に
ス
ペ
イ
ン
の
久
保

建
英
や
英
プ
レ
ミ
ア
の
遠
藤

航
が
加
わ
り
重
厚
な
チ
ー
ム

に
な
る
予
定
だ
。
森
保
監
督

は
「
ベ
ス
ト
８
」
で
は
な
く

「
優
勝
」
を
目
指
す
。
６
月

は
日
本
中
が
サ
ッ
カ
ー
の
話

題
一
色
に
な
る
は
ず
だ
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・
三

山
典
央
）

Ｗ
杯
期
待
大
！！ 

今
の
日
本
は
勢
い
が
あ
る

☎

Ｂ
形
式
に
於
い
て
出
席
す
る
旨
説
明

し
た
。

　
⑤
組
合
員
事
業
所
名
変
更
の
報
告

　
富
田
眼
鏡
㈱
よ
り
組
合
員 

事
業

所
名
変
更
届
が
提
出
さ
れ
、
本
日
は

理
事
会
開
催
の
予
定
が
な
い
た
め
理

事
会
承
認
を
得
て
い
な
い
も
の
の
、

下
記
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
＊
新
事
業
所
名
＝
冨
田
眼
鏡
（
冨

田
眼
鏡
の
“
冨
”
は
点
な
し
（
従
来

の
富
田
眼
鏡
の
“
富
”
は
点
あ
り
）

　
２
．
第
59
回
業
界
物
故
者
追
善
供

養
並
び
に
協
賛
者
祈
願
成
就
の
集
い

の
件
（
本
谷
副
理
事
長
）

　
下
記
の
と
お
り
東
京
眼
鏡
販
売
店

協
同
組
合
設
営
の
も
と
執
り
行
う
第

59
回
業
界
物
故
者
追
善
供
養
並
び
に

協
賛
者
祈
願
成
就
の
集
い
開
催
要
領

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
時
）
令
和
８
年 

４
月
10
日
（
金

曜
日
）
午
前
11
時

　
於
）
台
東
区
上
野
公
園
「
不
忍
池 

辯
天
堂
」

　
尚
、
近
年
「
不
忍
池 

辯
天
堂
」

特
に
、「
め
が
ね
之
碑
」
の
周
り
に

は
常
に
多
く
の
観
光
客
で
大
変
混
雑

し
て
お
り
、
式
典
を
執
り
行
え
る
環

境
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
不
忍
池 

辯
天
堂
」
の
ご
理
解
の
も
と
、
当
日

の
天
候
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
面
は
お

堂
の
中
で
執
り
行
う
こ
と
と
な
っ
た

旨
補
足
説
明
し
た
。

　
３
．
財
務
・
管
財
部
委
員
会
か
ら

の
ご
案
内
（
本
谷
副
理
事
長
）

　
当
組
合
取
引
銀
行
（
み
ず
ほ
銀
行 

稲
荷
町
支
店
）
よ
り
、
全
国
銀
行
協

会
が
策
定
し
て
い
る
自
主
行
動
に
基

づ
き
、
手
形
・
小
切
手
の
全
面
的
な

電
子
化
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
は

現
金
あ
る
い
は
振
込
に
よ
る
精
算
方

法
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
た
。

　
４
．
教
育
情
報
部
か
ら
の
ご
案
内

（
本
谷
副
理
事
長
）

　
５
．
２
０
２
６
年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ

チ
カ
ル
フ
ェ
ア
の
件（
平
田
副
理
事
長
）

　
下
記
の
と
お
り
開
催
す
る
２
０
２

６
年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ
ア

開
催
要
領
細
部
に
わ
た
り
説
明
し
た
。

　
時
）
令
和
８
年 

４
月
21
日
（
火

曜
日
）
～
22
日
（
水
曜
日
）、（
20
日

（
月
曜
日
）
は
終
日
搬
入
日
）

　
６
．
情
報
交
換
、
他

　
日
本
国
際
眼
鏡
展
実
行
委
員

会
（
運
営
事
務
局
：
㈱
イ
ノ
ベ

ン
ト
）
は
、
10 

月
７
日
（
水
）・

８
日
（
木
）
に
東
京
都
立
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
で
初

開
催
す
る
「
日
本
国
際
眼
鏡
展 

[JEX] -Beginning-
」
に
お

い
て
、
第
１
次
募
集
締
切
時
点

で
の
出
展
申
込
数
が
71
社
に
達

し
た
こ
と
公
表
し
た
。

　〈
第
２
次
募
集
中
〉

　
現
在
、
５
月
末
を
期
限
と
す

る
第
２
次
募
集
を
行
っ
て
い

る
。

　
な
お
、
第
３
回
日
本
国
際
眼

鏡
展
実
行
委
員
会
（
白
山
聡
一

委
員
長
）
が
４
月
15
日
、
東
京

眼
鏡
専
門
学
校
７
階
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
今
秋
初
開
催
と
な
る

同
展
示
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｘ
）
の
出
展

社
状
況
や
併
催
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
別
記
の

と
お
り
出
展
社
数
の
確
認
や
開

催
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
な
ど

を
決
定
し
た
。

　
白
山
委
員
長
ら
９
人
と
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
１
人
の
計
10
人
が
出
席
。

同
委
員
会
冒
頭
、
白
山
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
中
東
情

勢
が
悪
化
し
て
お
り
眼
鏡
業
界

も
商
品
供
給
の
不
安
が
出
て
き

て
い
る
。
他
の
業
界
も
そ
う
だ

が
消
費
マ
イ
ン
ド
の
冷
え
込
み

も
懸
念
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｘ
の
開

催
時
期
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
全
く
不
透
明
だ
。
春
の
展
示

会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
東
京
は
会
場
が
分
散
し
て

い
る
。
秋
に
つ
い
て
は
大
き
な

統
合
が
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
大
い
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　
メ
ガ
ネ
・
サ
ン
グ
ラ
ス
の
製

造
販
売
を
手
掛
け
る
㈱
オ
ン
デ

ー
ズ
（
東
京
都
品
川
区
、
海
山

丈
司
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、

店
舗
運
営
の
最
高
職
位
で
あ
る

「
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の

最
高
年
収
を
、
従
来
の
１
０
８

０
万
円
か
ら
最
大
３
２
４
０
万

円
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。

　
全
社
員
の
信
任
を
得
て
立
つ

リ
ー
ダ
ー
に
、
ア
イ
ウ
ェ
ア
業

界
最
高
水
準
の
正
当
な
対
価
を

約
束
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
責
任
あ

る
挑
戦
を
後
押
し
す
る
。
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
全
社
員

が
投
票
を
行
う
「
エ
リ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
解
散
総
選
挙
」
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た
社
員
を
会
社

が
任
命
し
、
５
月
１
日
（
金
）

か
ら
新
体
制
と
し
て
着
任
、
同

報
酬
体
系
が
適
用
さ
れ
た
。

　【
背
景
】

　
ア
イ
ウ
ェ
ア
業
界
の
既
成
概

念
を
壊
し
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
の
価
値
を
再
定
義
す
る

　OW
NDAYS

で
は
「OW

N
DAYS

に
関
わ
る“
全
て
の
人
”

を
豊
か
に
す
る
」
と
い
う
企
業

理
念
を
掲
げ
て
い
る
。こ
の「
全

て
の
人
」
に
は
、
ア
イ
ウ
ェ
ア

の
提
供
を
通
じ
て
出
会
う
お
客

は
も
ち
ろ
ん
、
現
場
の
最
前
線

で
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
続
け
る
社

員
も
含
ま
れ
て
い
る
。
お
客
の

生
活
に
寄
り
添
い
、
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た

め
に
は
、
ま
ず
社
員
自
身
が
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
正

当
に
評
価
さ
れ
、
自
ら
の
可
能

性
を
広
げ
ら
れ
る
環
境
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
制
度
改
定
は
、
店
舗

運
営
を
統
括
す
る
「
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
評
価
を
、
従

来
の
小
売
業
の
枠
組
み
に
捉
わ

れ
ず
刷
新
す
る
も
の
。
最
大
年

収
３
２
４
０
万
円
と
い
う
報
酬

体
系
の
導
入
は
、
成
果
を
上
げ

た
リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
相
応
の

対
価
で
応
え
る
「
実
力
主
義
の

徹
底
」
を
象
徴
し
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
が
自
身
の
価
値
を
自
社

内
で
高
め
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、
ア
イ
ウ
ェ
ア
業
界

全
体
の
地
位
向
上
を
牽
引
し
、

結
果
と
し
て
お
客
へ
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
へ
繋
が
り
る
。

　OW
NDAYS

は
こ
の
循
環

を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
、
理
念

の
さ
ら
な
る
追
求
を
続
け
て
い

く
。

　【
改
定
内
容
の
詳
細
】

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
年

収
を
最
大
３
倍
へ

　
成
果
と
責
任
に
応
じ
た
評
価

基
準
を
刷
新
し
、
ア
イ
ウ
ェ
ア

業
界
で
も
類
を
見
な
い
報
酬
体

系
を
導
入
。

　【
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

給

与
体
系
に
つ
い
て
】

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集

人
数
、
６
人

　
給
与
、
改
定
後
は
年
収
８
４

０
万
円 

～
３
２
４
０
万
円 

　
改
定
前
は
年
収
８
４
０
万
円 

～
１
０
８
０
万
円

　
任
期
は
上
位
３
人
は
２
年
、

下
位
３
人
は
１
年 

　
こ
の
報
酬
を
手
に
す
る
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
会
社
が

指
名
す
る
の
で
は
な
く
、
社
員

自
ら
が
立
候
補
し
、
全
社
員
に

よ
る
投
票
の
上
で
選
出
さ
れ

た
社
員
を
会
社
が
任
命
す
る
。 OW

NDAYS

の
象
徴
と
も
言

え
る
独
自
の
人
事
イ
ベ
ン
ト
が

「
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
解
散

総
選
挙
」
だ
。

　「
自
分
の
上
司
は
自
分
で
決

め
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
今
年
は
15
人
の
社
員
が

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
立
候

補
し
、
選
挙
に
挑
ん
だ
。
立
候

補
者
た
ち
は
自
身
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
戦
略
を
掲
げ
て
全
国
の
ス
タ

ッ
フ
へ
向
け
た
選
挙
プ
レ
ゼ
ン

を
繰
り
広
げ
、
全
社
員
に
よ
る

投
票
が
行
わ
れ
た
。
４
月
21
日

（
火
）
に
行
わ
れ
た
社
内
イ
ベ

ン
ト
「OW

NDAYS SUM
M

IT 2026

」
の
舞
台
で
「
後
半

戦
・
最
終
投
票
」
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
開
票
を
経
て
、
最
終

的
に
勝
ち
残
っ
た
６
人
の
み
が

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
座
を

掴
み
取
り
、
５
月
１
日
（
金
）

か
ら
新
体
制
と
し
て
着
任
し

た
。

４
月
21
日
開
催
さ
れ
た
「OW

NDAYS SUM
M

IT 
2026

」
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
解
散
総
選
挙 

エ
リ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
任
命
式

　
第
１
号
議
案 

所
管
事
項
の
協
議

及
び
報
告
の
件

　
１
．
薮
下
理
事
長
あ
い
さ
つ
並
び

に
月
次
報
告
、
他

　
３
月
例
会
以
後
の
組
合
の
動
き
、

業
界
の
動
き
な
ど
を
簡
潔
に
述
べ
た

後
、
下
記
５
点
に
つ
い
て
報
告
（
説

明
）
し
た
。

　
①
日
本
メ
ガ
ネ
協
会 

第
９
回
メ

ガ
ネ
関
連
団
体
協
議
委
員
会
に
つ
い

て
　

　
４
月
14
日
（
火
曜
日
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形

式
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
日
本
メ
ガ

ネ
協
会
第
９
回
メ
ガ
ネ
関
連
団
体
協

議
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
自
身
出
席

す
る
旨
説
明
し
た
。

　
②
第
75
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合

会
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
③
福
井
県
眼
鏡
卸
商
協
同
組
合
総

会
の
報
告

　
第
75
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合
会

通
常
総
会
及
び
福
井
県
眼
鏡
卸
商
協

同
組
合
総
会
の
報
告
に
つ
い
て
は
、

関
連
し
た
案
件
な
の
で
、
あ
わ
せ
て

報
告
（
説
明
）
す
る
旨
を
述
べ
た
後
、

３
月
18
日
（
水
曜
日
）
日
本
眼
鏡
卸

組
合
連
合
会
傘
下
組
合
の
福
井
県
眼

鏡
卸
商
協
同
組
合
総
会
が
執
り
行
わ

れ
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど
が
協
議

さ
れ
た
旨
報
告
し
た
。

　
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、５
月
27
日（
水

曜
日
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
に
於
い
て
執
り

行
う
第
75
回
日
本
眼
鏡
卸
組
合
連
合

会
通
常
総
会
開
催
要
領
に
つ
い
て
協

議
検
討
し
た
。

　
④
第
２
回
日
本
国
際
眼
鏡
展
（
Ｊ

Ｅ
Ｘ
）
実
行
委
員
会
に
つ
い
て

　
４
月
15
日
（
水
曜
日
）
新
宿
区
百

人
町
「
東
京
眼
鏡
専
門
学
校
」
に
於

い
て
開
催
さ
れ
る
第
２
回
日
本
国
際

眼
鏡
展
（
Ｊ
Ｅ
Ｘ
）
実
行
委
員
会
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
自
身
Ｗ
Ｅ

実
行
委
員
会
会
議
の
様
子

オンデーズ

常
識
覆
す
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
報
酬
体
系

最
大
年
収
３
２
４
０
万
円
に

「
自
分
の
上
司
は
自
分
で
決
め
る
」選
挙

５
月
15
日

開
　
幕

東京眼鏡卸協組４月例会議事録

日本国際眼鏡展
 [JEX] -Beginning-

第
１
次
募
集
締
切
時
点
で
の
結
果
公
表

出
展
申
込
数
71
社

10
月
７
日
、
８
日
に
東
京
で
開
催

大
幅
引
き
上
げ
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〈
訂
正
と
お
詫
び
〉　
本
紙
４
月
20
日
号
４
面
の
「
ザ
・
シ
チ
ズ

ン
」
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
50
周
年
限
定
モ
デ
ル
の
記
事
中
で
「
世
界

限
定
５
６
５
０
本
」
と
あ
る
の
は
「
６
５
０
本
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

社史 企業史 記念誌 自分史 写真集 小説

本の出版をしませんか
あなたの本作りをお手伝いします。

経験豊かな編集者、デザイナーが相談に乗り、

大事な作品を一冊の本に仕上げます。

どうぞお気軽にお問い合わせください。

時計工藝新聞社 TEL. 03-3501-9727    FAX. 03-6458-8701

Let's make a book

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

⻄
東
京
市
、
大
治
良
高
社
⻑
）

は
、
最
先
端
技
術
を
搭
載
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

『CITIZEN ATTESA

（
シ

チ
ズ
ン 

ア
テ

ッ
サ
、
以
下
ア

テ
ッ
サ
）』
か

ら
、「
ス
タ
ー
・

ウ
ォ
ー
ズ
」
の

⼈
気
シ
リ
ー
ズ

「
マ
ン
ダ
ロ
リ

ア
ン
」
の
世
界

観
を
纏
っ
た
限

定
モ
デ
ル
【
希

望
⼩
売
価
格

19
万
２
５
０
０

円
】
を
５
月
22

⽇
に
発
売
す

る
。 

　
５
月
22
⽇
公
開
の
映
画
「
ス

タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
・
マ
ン
ダ
ロ

リ
ア
ン
・
ア
ン
ド
・
グ
ロ
ー
グ

ー
」
に
合
わ
せ
、
限
定
モ
デ
ル

を
発
売
す
る
。
同
モ
デ
ル
は
、

マ
ン
ダ
ロ
リ
ア
ン
に
登
場
す
る

架
空
の
合
金
「
ベ
ス
カ
ー
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
特
別
仕
様
。 

　
ケ
ー
ス
と
バ
ン
ド
に
は
、
同

社
独
自
の
表
面
硬
化
技
術
で
あ

る
デ
ュ
ラ
テ
ク
ト
チ
タ
ン
カ
ー

バ
イ
ド
と
デ
ュ
ラ
テ
ク
ト
Ｄ
Ｌ

Ｃ
の
ツ
ー
ト
ー
ン
仕
様
を
採
用

し
、
無
骨
で
重
厚
感
の
あ
る
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
を
実
現
し
た
。
バ

ン
ド
の
中
ゴ
マ
に
は
、
レ
ー
ザ

ー
を
照
射
し
た
部
分
の
硬
度
が

高
ま
る
新
技
術
「
表
面
硬
化
レ

ー
ザ
ー
」を
用
い
、「
ベ
ス
カ
ー
」

特
有
の
硬
さ
と
縞
模
様
を
精
緻

に
再
現
し
て
い
る
。
こ
の
縞
模

様
（
濃
黒
部
）
の
レ
ー
ザ
ー
照

射
部
に
デ
ュ
ラ
テ
ク
ト 

Ｄ
Ｌ

Ｃ
を
施
す
こ
と
で
、
既
存
品
の

ブ
ラ
ッ
ク
の
ス
ー
パ
ー
チ
タ
ニ

ウ
ムTM

を
上
回
る
硬
度
を

実
現
し
て
い
る
。 

　
⽂
字
板
の
縞
模
様
は
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
に
よ
り
再
現
し
、
何

層
に
も
重
ね
る
こ
と
で
奥
⾏
き

と
⽴
体
感
の
あ
る
仕
上
が
り
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
り
ゅ
う

ず
に
は
マ
ン
ダ
ロ
リ
ア
ン
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
伝
説
の
獣
“
ミ

ソ
ソ
ー
”
の
ス
カ
ル
マ
ー
ク
を

レ
ー
ザ
ー
刻
印
。
裏
ぶ
た
に
は

主
⼈
公
が
⾝
に
つ
け
る
ア
ー
マ

ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
刻
印
を
施

し
、
細
部
に
至
る
ま
で
「
マ
ン

ダ
ロ
リ
ア
ン
」
の
世
界
観
を
楽

し
め
る
特
別
仕
様
と
な
っ
て
い

る
。

『シチズン アテッサ』STAR WARS 
The Mandalorian Beskar Model 
AT8385-55E 192,500 円（ 税 抜 価 格
175,000 円）世界限定 1,400 本 

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
耐
衝
撃

ウ
オ
ッ
チ
“G-SHOCK

”
の

新
製
品
と
し
て
、
エ
ク
ス
ト
リ

ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る“G-LIDE

（
ジ
ー
ラ
イ
ド
）”

シ
リ
ー
ズ
か
ら
、
同
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
初
め
て
心
拍
計
測
機
能

を
搭
載
し
た
『GBX-H5600
』

を
５
月
15
日
に
発
売
す
る
。

　“G-SHOCK

”は
１
９
８
３

年
の
発
売
開
始
以
来
、
優
れ
た

耐
衝
撃
性
能
を
ベ
ー
ス
に
機
能

や
構
造
、
デ
ザ
イ
ン
の
進
化
を

遂
げ
て
き
た
。“G-LIDE

”は
、

潮
の
様
子
を
表
す
タ
イ
ド
グ
ラ

フ
や
月
齢
や
月
の
満
ち
欠
け
を

表
示
す
る
ム
ー
ン
デ
ー
タ
な

ど
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
海
辺

や
水
辺
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

役
立
つ
機
能
を
搭
載
し
た
エ
ク

ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
向
け
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
人
気
を
博
し

て
い
る
。

　
今
回
の
『GBX-H5600

』

は
、
海
辺
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
役
立
つ
機
能
に
加
え
、“G-

LIDE
”シ
リ
ー
ズ
と
し
て
初
め

て
心
拍
計
測
機
能
を
搭
載
し
た

耐
衝
撃
ウ
オ
ッ
チ
。
サ
ー
フ
ィ

ン
な
ど
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
日
々
の
ワ
ー
ク
ア

ウ
ト
ま
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
モ
デ
ル
に
仕
上
げ
た
。

　
心
拍
計
測
が
可
能
な
光
学
式

セ
ン
サ
ー
に
加
え
加
速
度
セ
ン

サ
ー
も
備
え
る
こ
と
で
、
運
動

中
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
可
視
化
す
る
だ
け

で
な
く
、
距
離
や
消
費
カ
ロ
リ

ー
な
ど
も
計
測
で
き
る
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ジ
ム
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
、
イ

ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

４
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
対

応
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
能
に

よ
り
効
果
的
な
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト

を
行
え
る
。

　
計
測
し
た
各
種
デ
ー
タ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
分
野
で
定
評

の
あ
る
ポ
ラ
ー
ル
・
エ
レ
ク
ト

ロ
社
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
活
用

し
評
価
・
分
析
。
計
測
情
報
は
、

公
式
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「CAS

IO W
ATCHES

」
で
簡
単
に

確
認
で
き
、
詳
細
な
分
析
に
よ

り
、
健
康
管
理
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
液
晶
に
は
、
高
精
細
な
Ｍ
Ｉ

Ｐ
液
晶
を
採
用
し
、
直
射
日
光

下
や
斜
め
の
角
度
か
ら
で
も
表

示
が
見
や
す
く
、
屋
外
で
も
高

い
視
認
性
を
発
揮
す
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
面
で
は
、
ベ
ゼ
ル

に
半
透
明
樹
脂
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
ク
リ
ア
カ
ラ
ー
を
通
し

て
内
部
構
造
が
見
え
る
シ
ー
ス

ル
ー
に
仕
上
げ
、
海
辺
に
映
え

る
爽
や
か
な
装
い
を
実
現
し

た
。

　
ベ
ゼ
ル
、
ケ
ー
ス
、
バ
ン
ド

の
主
な
樹
脂
パ
ー
ツ
に
は
、
環

境
負
荷
低
減
が
期
待
さ
れ
る
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
採

用
し
、
環
境
へ
の
配
慮
も
両
立

し
て
い
る
。

　
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
＝

４
万
４
０
０
０
円
（
税
込
）

　
４
月
８
日
、
９
日
、
10
日
に
山
梨
県
甲
府
市
の
ア

イ
メ
ッ
セ
山
梨
で 

１
２
３
社
（
小
間
数
１
９
９
小

間
）
が
出
展
し
て
行
わ
れ
た
山
梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ

ア
２
０
２
６
の
３
日
間
の
来
場
者
数
は
以
下
の
通

り
、
合
計
５
１
０
１
人
と
な
り
、
前
年
（
５
１
５
７

人
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
を
維
持
し
た
。 

　
４
月
８
日
（
水
）
は
１
９
６
３
人
（
前
年
１
０
２

５
人
） 

、
４
月
９
日
（
木
）
は
１
６
１
１
人
（
前
年

１
６
１
３
人
） 

、
４
月
10
日
（
金
）
は
１
５
２
７
人

（
前
年
１
６
１
９
人
） 

の
合
計
来
場
者
数
５
１
０
１

人
（
昨
年
５
１
５
７
人
） 

だ
っ
た
。
な
お
、
山
梨
ジ

ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア
２
０
２
７
は
、
２
０
２
７
年
４
月

14
日
（
水
）・
15
日
（
木
）・
16
日
（
金
）
に
ア
イ
メ

ッ
セ
山
梨
で
行
わ
れ
る
。

朗
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、「
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン 

ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
用
バ
ン

ド
」
を
こ
の
た
び
発
売
し
た
。

　
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
デ
ザ
イ

ン
の
特
別
仕
様
の
ア
ッ
プ
ル
ウ

ォ
ッ
チ
用
バ
ン
ド
。
ジ
ャ
イ
ア

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
デ
ザ
イ

ン
。

　
カ
ラ
ー
は
３
種
類
。
①
オ
レ

ン
ジ
＝
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
「Fa

m
ily Orange

」
に
ブ
ラ
ッ
ク

の
「
Ｙ
Ｇ
」
マ
ー
ク
を
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る

デ
ザ
イ
ン
。
②
ブ
ラ
ッ
ク
＝
重

厚
感
の
あ
る
「Pioneer

₋Bl
ack

」
に
オ
レ
ン
ジ
の
ロ
ゴ
が

映
え
る
シ
ン
プ
ル
で
ク
ー
ル
な

デ
ザ
イ
ン
。③
グ
レ
ー
＝「City 

Gray

」
で
ビ
ジ
タ
ー
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ
ラ

ー
リ
ン
グ
に
「
Ｔ
Ｇ
」
マ
ー
ク

を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
。

　
３
種
類
と
も
に
、
価
格
は

４
１
８
０
円
（
税
込
）。
長
さ

75
㎜（
美
錠
側
）１
２
０
㎜（
剣

先
側
）。
素
材
は
表
材
・
裏
材

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
美
錠
ス
テ
ン

レ
ス
ス
チ
ー
ル
。
ア
ッ
プ
ル
ウ

ォ
ッ
チ
対
応
サ
イ
ズ
：
42
／
41

／
40
㎜
、49
／
46
／
45
／
44
㎜
。

ミラノデザインウィーク  に出展
２
０
２
６

THE NATURE OF TIME 体現 ＧＳダイヤルに焦点あてた
インスタレーションを展示

　
セ
イ
コ
ー
ウ
オ
ッ
チ
㈱

（
東
京
都
中
央
区
、
服
部
真

二
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
兼
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）
は
、
４
月
21

日
（
火
）
か
ら
26
日
（
日
）

ま
で
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で

開
催
さ
れ
た
世
界
最
大
規
模

の
デ
ザ
イ
ン
の
祭
典
「
ミ
ラ

ノ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
２
０

２
６
」
に
、
国
産
腕
時
計
を

代
表
す
る
〈
グ
ラ
ン
ド
セ
イ

コ
ー
〉
と
し
て
出
展
し
た
。

　
会
場
は
、
ブ
レ
ラ
地
区

の
中
心
部
に
建
つGalleria 

d

’arte m
oderna 

“Il Ca
stello

”（
ガ
レ
リ
ア
・
ダ
ル
テ
・

モ
デ
ル
ナ
・
イ
ル
・
カ
ス
テ

ッ
ロ
）。
な
お
、
グ
ラ
ン
ド

セ
イ
コ
ー
は
２
０
２
３
年
か

ら
、
同
地
区
で
開
催
さ
れ
る

ブ
レ
ラ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
公
式
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
。

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
は
１

９
６
０
年
の
誕
生
以
来
、
最

高
峰
の
腕
時
計
を
目
指
し
、

正
確
さ
、
見
や
す
さ
、
美
し

さ
と
い
っ
た
腕
時
計
の
本
質

を
高
い
次
元
で
追
求
・
実
現

し
続
け
、
弛
ま
ぬ
進
歩
を
重

ね
て
き
た
。
ブ
ラ
ン
ド
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ー
で
あ
る
“THE 

N
ATU

RE OF TIM
E

”

は
、
自
然
や
季
節
の
移
ろ
い

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
る
感
性
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
究
め
て
時
の
本
質

に
迫
ろ
う
と
す
る
匠
の
姿
の

二
つ
の
日
本
の
精
神
性
を
表

現
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
の
も
と
、
グ
ラ
ン

ド
セ
イ
コ
ー
は
、
日
本
の
自

然
や
季
節
の
移
ろ
い
を
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
し
て
、

時
の
本
質
を
表
現
し
て
き
た
。

　
出
展
に
際
し
、
㈱TRUNK 

の
桐
山
登
士
樹
氏
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
に
迎
え
た
。
ク
リ
エ
イ

タ
ー
に
は
、「
空
気
感
と
の
対

話
（Cultivating Atm

osph
eres

）」を
テ
ー
マ
に
多
岐
に
渡

る
作
品
を
展
開
す
る
進
藤
篤
氏

と
、
あ
た
た
か
み
の
あ
る
個
性

的
な
和
紙
を
手
作
業
で
制
作
す

る
、
蛭
谷
和
紙
唯
一
の
継
承
者

で
あ
る
川
原
隆
邦
氏
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
高
い
映
像
表
現
に
定

評
の
あ
る
Ｃ
Ｇ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

阿
部
伸
吾
氏
を
起
用
。

　
同
展
示
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
セ

イ
コ
ー
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
焦
点
を

当
て
た
。
自
然
に
寄
り
添
う
精

神
性
と
、
匠
の
技
を
凝
縮
し
た

ダ
イ
ヤ
ル
は
、
微
細
な
質
感
や

陰
影
、
色
の
奥
行
き
に
よ
っ
て

唯
一
無
二
の
世
界
観
を
つ
く
り

だ
し
た
。
ダ
イ
ヤ
ル
に
宿
る

NATURE

を
通
し
て
、
時
間
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あ
り
方
そ
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も
の
を
見
つ
め

直
し
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
視

点
を
通
し
た
“THE NATU

RE OF TIM
E

”
の
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
示
し
た
。

「PULSE OF TIME」進藤篤
　時計のダイヤルという小さな宇宙に散りばめられ
た、光の屈折と奥行き。この繊細な多層性を、空間
へと拡張するインスタレーション。何百もの光の脈
が、淡い余韻を残しながら移ろい、煌めく様子が立
ち現れる。
　四季の移ろい、一日の循環、時の流れが、立ち上
がり、絶え間なく続く時間の波に自分自身が取り込
まれていくように、光の層の奥へと意識がおぼろげ
に引き込まれていく作品。

「うつろい」川原隆邦
　和紙の繊細さと躍動感を軸に、自然現象を映し出
す作品群を展開。グランドセイコーのダイヤルデ
ザインである花筏・雪白・樹氷・水面・白樺をモ
チーフに、漆喰がもつ静謐さと動きの両立を探る。
一瞬の出来事が時の層として定着するさまは、日
本文化の長い歴史を宿した和紙ならではの “THE 
NATURE OF TIME” を可視化する。

　「story」阿部伸吾
　舞い降りる花びら、降り積もる雪、吹き付ける風、
木立の間を動く影。自然の景色は時間とともに重な
り、凝縮された瞬間が結晶のように輝く。
　その光と影の連鎖から、新たな風景が生まれる―
それがこの映像作品が描く「物語」す。ダイヤルの
テクスチャーがほどけ、光の兼ね合いが描く繊細な
変化の中に、凝縮された時間を感じ、想いを馳せる
映像作品。

「aurora」川原隆邦
　グラデーションの和紙を漉き上げ、紙の薄さと漉
き方を微細に変えることで、質感と透過性が生む緩
やかな光の生命を表現した。光の移ろいに応じて表
情を変え、静かで流動的なオーロラの広がりを再現。
これまでにない和紙の世界で「時」が流れる。
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樹
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れ
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ヤ

ル
は
、
澄
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た
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原
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立
す

る
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氷
の
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打
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。

　
光
の
変
化
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よ
っ
て
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し
く
煌
め

く
表
面
加
工
を
施
す
こ
と
で
、
淡
い

ブ
ル
ー
の
色
合
い
で
あ
り
な
が
ら
も

存
在
感
の
あ
る
ダ
イ
ヤ
ル
に
仕
上
げ

て
い
る
。

生
地
域
が
あ
り
る
。
高
原
の
澄
ん
だ
空

気
を
ま
と
い
、
す
ら
り
と
高
く
伸
び
た

白
樺
が
奥
行
き
を
持
っ
て
幾
重
に
も
林

立
す
る
神
秘
的
な
光
景
か
ら
は
、
自
然

の
美
し
さ
や
力
強
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
同
品
で
は
、
こ
の
壮
麗
な
白

樺
林
を
ダ
イ
ナ
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ッ
ク
な
型
打
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様
と

繊
細
な
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
施
し
た
ダ
イ

ヤ
ル
で
表
現
し
て
い
る
。
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読売ジャイアンツデザイン アップル用ウオッチバンド読売ジャイアンツデザイン アップル用ウオッチバンド
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ツ
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動
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す
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ー
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
彷
彿
と
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せ
る
デ
ザ
イ
ン

が
闘
う
選
手
た
ち
と
の
一
体
感

を
演
出
す
る
。
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展示された４つのインスタレーション
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